
未来の子みんなの絆で輝く瞳　「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の概要等をお知らせします」 

更別村教育委員会　令和８年３月 

 
本年度、小学校５年生と中学校２年生を対象に「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施しました。このほど結果がまとまりましたので、そのおお

まかな内容についてお知らせします。この結果は、体力や生活習慣等の一部を調査した結果であり、全てではございません。結果をもとに、家庭・学校・地 

域社会で力を合わせ、子どもたちが生涯にわたり心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを楽しむ喜びを高めていきましょう。 

１全国体力・運動能力・運動習慣等調査結果概要　　 *下の図は全国の状況を 50 として、北海道と更別村の状況を比較したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校男子 中学校男子

小学校女子 中学校女子

　　　    R7 更別村児童生徒 

 
　　　　　R7 北海道（公立）児童生徒 

 
　　　　　R7 全国（公立）児童生徒

〇体の柔らかさ　　　　→　長座体前屈 

〇すばやさ　　　　　　→　反復横とび、50ｍ走 

〇タイミングの良さ　　→　反復横とび、立ち幅とび 

　　　　　　　　　　　　  ソフト・ハンドボール投げ 

〇動きを持続する能力　→　上体起こし、20ｍシャトルラン　　

〇力強さ　　　　　　　→　握力、上体起こし、50ｍ走、 

　　　　　　　　　　　　　立ち幅とび 

ソフト・ハンドボール投げ 



２　児童生徒質問紙に関する調査結果から見えてくること　　 

○ 「１日のスクリーンタイム（テレビや DVD、ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの画面を見ている時間）が『３時間未満』」「体育

（保健体育）の授業は楽しい。」と回答する児童生徒の割合が、全国と比較しても高い、もしくは全国同等という結果となっています。 

□  朝食を「毎日食べる」と回答した児童生徒の割合が、全国と比較して低い結果となっています。特に小学校女子は低い傾向にあります。 

☆　本調査の結果を踏まえたスポーツ庁の報告では、「朝食を毎日食べる」、「１日のスクリーンタイムが『３時間未満』」、「睡眠時間が、小

学校女子は『８時間以上９時間未満』、男子は『９時間以上 10 時間未満』、中学校では男女ともに『７時間以上８時間未満』」、「１週間の

総運動時間が 420 分以上」と回答している児童生徒は体力合計点が高いことが明らかになっています。 

◎　更別村の結果からも、日常の生活習慣が体格や体力、運動能力に大きく影響していると言え、食や日常生活を整えていくことが、肥満防止や体力、運動能力

の向上につながっていくと考えられます。 

 

３　更別村コミュニティ・スクール（ＣＳ）として特に取り組むこと（ＣＳアクションプランより） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会では、「学力・体力向上等サポート会議」を開催し、村内３校の取組をサポートしています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「早寝・早起き・朝ごはん」の徹底を各ご家庭においてお願いいたします。


